










"Manufacturing Account" vs. "Work-in-Process Account" 
Which is Better Suited for the Classroom? 
 
The objective of this paper is to point out which type of account is most reasonable for 
use in industrial bookkeeping. Attaching special importance to the teaching of 
bookkeeping, we add our thoughts to the discussion of this matter. 
In the teaching of bookkeeping, the current practice is to first study commercial 
bookkeeping and then industrial bookkeeping. This being the case, it is thought that it 
is easier to understand accounts used in industrial bookkeeping as being similar to 
those used in commercial bookkeeping. 
In commercial bookkeeping, a "purchase account" is an account that totals up the 
cost of goods sold, while "merchandise inventory account" is an assets account that is 
carried forward to the next term. In the same way, in industrial bookkeeping, a method 
has been developed in which a "manufacturing account" totals up the cost of 
manufacturing goods, while a "work-in-process account" is an account of assets still 
being manufactured. 
However, if a continuous record is valued, the "work-in-process account" can be 
pointed to as being the only workable method. In that case, commercial bookkeeping 
education would need to take another look at its currently used methods. 
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 以上のように，高校の教科書では 3 つのタイプが見られる。しかしながら，冒頭にも触
れたように製造勘定を使用する図－１が主流であり，図－2 も許容していると見られるも
のもある。また，説明の教科書数は少ないものの，図－３のような説明も散見された。な












使用勘定科目 出現回数 備  考 
製造勘定 30回 28～53回を中心に，75回が最後。 
仕掛品勘定 49回 54～67回と 76回以降。 













回 数 製 造 仕掛品 備  考 
54～67  ○ 55～59および 63，64，66回では，問題文中に｢仕掛
品（製造）｣という表記あり。 
68 ○  問題文中に｢製造（または仕掛品）｣という表記あり。
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69  ○  
70 ○   
71～72  ○  
73 ○ ○ 異なる問題ではあるが，両方出現する。 
74  ○  
75 ○   
76，77  ○ 77 回，問題文中に｢仕掛品（または製造）｣という表
記あり。 
注）54回以前は，製造勘定が用いられ，78回以降は仕掛品勘定が用いられる。 
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部（2003）に詳しいものの，特に教育史とmanufacturing account, work in process account, 





















(3) 本稿において調査できた教科書は，別表にある 51 冊である。戦後用いられた検定済教科書の全て
ではないものの，高等学校教育現場での動向を概ね知ることができるものと考えている。 
(4) 山邊（1956，79）によると，仕掛品勘定を仕掛材料費，仕掛労務費，仕掛間接費の 3 勘定に分け
るとした上で，この 3勘定から製品勘定に振り替えられる勘定連絡図を示している。しかしながら，
ここでは仕掛品勘定を分割する前の勘定の存在を暗示しているものと考え，図－２を作成した。 
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著 作 者 書  名 発行者 
記号 番号 
使用年度 
東京商業図書研究会 最新工業簿記 大原出版 高商 1030 1953～1954 
沼田嘉穂 工業簿記 実教出版 高商 1024 1953～1955 
東京商業図書研究会 改訂工業簿記 大原出版 高商 1055 1955～1964 
番場嘉一郎 工業簿記 実業之日本社 高商 1075 1955～1961 
商業教育指導会 工業簿記 一橋学院 高商 1082 1955～1956 
沼田嘉穂 新編簿記会計 2工業簿記 実教出版 高商 1061 1955～1962 
黒澤清，山邊六郎 工業簿記 山川出版社 高商 1098 1956～1962 
沼田嘉穂 工業簿記改訂版 実教出版 高商 1092 1956～1966 
太田哲三 新工業簿記 実教出版 高商 10－1004 1957～1959 
商業教育指導会 新訂工業簿記 一橋出版 高商 10－1013 1957～1965 
太田哲三 新工業簿記改訂版 実教出版 高商 10－1062 1960～1964 
東京商業図書研究会 三訂工業簿記 大原出版 高商 A－1028 1962～1965 
東京商業図書研究会 四訂工業簿記 大原出版 商業 027 1964～1968 
田島四郎 最新工業簿記 一橋出版 商業 043 1964～1972 
太田哲三 新工業簿記新訂版 実教出版 商業 049 1965～1969 
石崎正義，竹本英雄，
山口清，山本修 
標準工業簿記 森北出版 商業 063 1965～1966 
黒沢清 工業簿記 一橋出版 商業 085 1967～1973 
溝口一雄，江村稔，染
谷恭次郎 
新編工業簿記 実教出版 商業 124 1968～1972 
東京商業図書研究会 五訂工業簿記 大原出版 商業 142 1968～1974 
田島四郎 基本工業簿記 一橋出版 商業 130 1968～1973 
太田哲三 新工業簿記四訂版 実教出版 商業 154 1969～1974 
定方鷲男 標準工業簿記改訂版 実教出版 商業 167 1970～1974 
山桝忠恕 最新工業簿記 大原出版 商業 180 1970～1974 
黒沢清 工業簿記 改訂版 一橋出版 商業 193 1971～1974 
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田島四郎 基本工業簿記改訂版 一橋出版 商業 195 1972～1974 
定方鷲男 標準工業簿記 実教出版 商業 451 1974～1983 
山桝忠恕 最新工業簿記 大原出版 商業 443 1974～1983 
黒沢清 工業簿記 一橋出版 商業 441 1974～1984 
東京商業図書研究会 高校工業簿記 大原出版 商業 466 1975～1983 
江村稔 高校工業簿記 大原出版 商業 043 1983～1985 
黒沢清 工業簿記 一橋出版 商業 049 1983～1988 
伊藤博，小林哲夫 工業簿記 実教出版 商業 057 1984～1996 
山桝忠恕 工業簿記 大原出版 商業 063 1984～1986 
江村稔 高校工業簿記改訂版 大原出版 商業 113 1986～1988 
黒沢清 新訂工業簿記 一橋出版 商業 117 1986～1988 
山桝忠恕 増補工業簿記 大原出版 商業 124 1987～1992 
伊藤博，小林哲夫 新工業簿記 実教出版 商業 180 1989～1991 
江村稔 高校工業簿記再訂版※ 大原出版 商業 185 1989～1992 
黒沢清 新訂工業簿記改訂版 一橋出版 商業 191 1989～1991 
黒沢清 工業簿記改訂版 一橋出版 商業 192 1989～1991 
伊藤博，小林哲夫 新工業簿記新訂版 実教出版 商業 245 1992～1996 
黒沢清 新版工業簿記 一橋出版 商業 254 1992～1996 
黒沢清 新訂工業簿記三訂版 一橋出版 商業 255 1992～1994 
江村稔 高校工業簿記再訂版※ 大原出版 商業 185 1993～1994 
伊藤博，小林哲夫 工業簿記 実教出版 商業 546 1995～1998 
黒沢清 工業簿記 一橋出版 商業 552 1995～2004 
小川洌 工業簿記 大原出版 商業 560 1995～2003 
伊藤博，小林哲夫 工業簿記新訂版 実教出版 商業 609 1999～2005 
醍醐聰 明解工業簿記 一橋出版 商業 613 1999～2004 
伊藤博 原価計算 実教出版 商業 017 2004～現在 
醍醐聰 原価計算 実教出版 商業 018 2004～現在 
注） ・※は，発行者番号が異なるだけで，同一内容である。 
・ 使用年度等については，教科書図書館資料による。 
